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平
和
と
紛
争
予
防 

／
紛
争
解
決
月
間 

 
 

 

令
和
２
年
２
月
３
日
（
月
） 

 
 

 

節
分
例
会
（
職
場
例
会
） 

於 

大
須
観
音
宝
生
院 

         
 

会
員 

57
名 

 
 

出
席
計
算
数 50

名
中
45
名
出
席 

出
席
率

90
・
00
％ 

前
々
回
出
席
率

86
・
27
％ 

 

 

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

★
節
分
の
お
話
し 

★
Ｒ
財
団
ポ
ー
ル
ハ
リ
ス
フ
ェ
ロ
ー
表
彰 

 
バ
ッ
ジ
の
進
呈 

★
還
暦
お
祝
い 

★
受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

 

★
乾 

杯 

★
渡
辺
社
会
奉
仕
委
員
長 

・
広
島
被
ば
く
樹
木
（
緑
の
遺
産
）
報
告 

★
次
年
度
委
員
会
配
属
発
表 

★
締
め
の
挨
拶 

  

ゲ
ス
ト 

浅
野
彰
さ
ん
ゲ
ス
ト 

石
井 

桃
子
さ
ん 

丹
下
富
博
さ
ん
ゲ
ス
ト 

神
谷
友
理
恵
さ
ん 

元
会
員 

 
 

 
 
 

松
本 

定
道
さ
ん 

職
業
奉
仕
委
員
会
ゲ
ス
ト 

日
台
短
期
交
換
留
学
生
ご
家
族 

櫛
田 

和
佳
さ
ん 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー 

渡
辺 

由
美
さ
ん 

受
入
青
少
年
交
換
学
生 

ヘ
ン
リ
ク
ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
レ 

 
 

 

・
オ
ウ
ガ
ス
ト 

（H
e
n

rik
s
s
o
n

 V
ille

 A
u

g
u

s
t

）

 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

お
久
し
ぶ
り
で
す
。 

元
会
員 

松
本 

定
道
さ
ん 

楽
し
い
ロ
ー
タ
リ
ー
ラ
イ
フ
を
。 

柴
岡 

正
将 

盛
大
に
豆
を
ま
い
て
下
さ
い
。 

岡
部 

快
圓 

岡
部
さ
ん
今
年
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

福
来
た
れ
！ 

 
 

 
 

 

吉
田 

隆
彦
・
加
藤
巳
千
彦 

浅
野 

 

彰
・
岡
田 

尚
彦 

堀
江 

英
弥
・
近
藤
宏
一
郎 

佐
々
木 

功
・
酒
井 

 

修 

前
田 

隆
久
・
吉
田 

憲
一 

田
崎 

雅
三
・
岡
村 

隆
德 

丹
下 

富
博
・
川
合 

美
幸 

松
岡 

 

毅
・
仲
林 

宏
昌 

立
春
で
す
。 

 
 

 
 

尾
上 

 

昇 

豆
を
ま
い
て
き
ま
す
！ 

藤
田 

 

澈 

福
が
来
ま
す
よ
う
に
！ 

近
藤 

明
美 

櫛
田
さ
ん
よ
う
こ
そ
！ 

鬼
頭 

茂
成 

櫛
田
さ
ん
よ
う
こ
そ
。
皆
さ
ま
献
血
の

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
渡
辺 

観
永 

今
日
は
ク
ラ
ブ
入
会
日
で
す
。 

髙
木 

政
義 

職
場
例
会
・
節
分
例
会
を
存
分
に
楽
し

ん
で
下
さ
い
。 

 
 

 

春
日
井
和
良 

  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

柴
岡 

正
将 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
名
古

屋
大
須
Ｒ
Ｃ
年
間
行
事
の
大
イ
ベ
ン
ト

と
い
え
る
節
分
例
会
で
す
。
今
年
も
職

業
奉
仕
委
員
会
の
お
世
話
で
大
須
観
音

節
分
会
に
参
席
で
き
ま
す
こ
と
を
皆
様

と
共
に
感
謝
し
、
喜
び
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
私
も
入
会
以
来
欠
席
す
る
こ

と
な
く
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
な

ぜ
職
業
奉
仕
か
と
考
え
る
こ
と
も
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

ご
承
知
の
通
り
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
五
大

奉
仕
の
第
二
番
目
に
掲
げ
ら
れ
る
職
業

奉
仕
の
目
的
は
、「
職
業
上
の
高
い
倫
理

基
準
を
保
ち
役
立
つ
仕
事
は
す
べ
て
価

値
あ
る
も
の
と
認
識
し
、
社
会
に
奉
仕

す
る
機
会
と
し
て
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
各
自

の
職
業
を
高
潔
な
も
の
に
す
る
こ
と
。」

と
い
う
定
義
が
あ
り
ま
す
。あ
る
面
、何

の
こ
と
か
と
難
し
く
な
り
ま
す
が
、
職

業
の
場
所
で
奉
仕
さ
れ
る
こ
と
を
し
っ

か
り
学
び
、
自
分
た
ち
の
考
え
に
反
映

し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え

る
な
ら
ば
、地
域
の
医
師
に
と
っ
て
、患

者
さ
ん
が
た
く
さ
ん
待
合
室
に
み
え
る

際
、
自
分
の
収
入
が
増
え
る
と
考
え
る

の
で
な
く
、
ご
自
身
の
勉
強
さ
れ
た
知

恵
を
も
っ
て
地
域
医
療
を
ど
こ
ま
で
潤

す
か
、
と
考
え
る
こ
と
が
職
業
イ
コ
ー

ル
奉
仕
で
あ
る
と
考
え
る
の
だ
そ
う
で 

す
。 今

日
の

機
会
に
は
、

新
型
肺
炎

や
様
々
な

問
題
で
大

変
な
世
相

の
中
で
、

我
ら
の
代

表
で
あ
る

会
員
の
岡

部
さ
ん
が
、

こ
の
節
分

会
を
取
り 

仕
切
ら
れ
、
名
古
屋
市
内
だ
け
で
な
く

周
辺
の
皆
様
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

平
和
で
安
全
な
社
会
、
家
庭
が
成
り
立

つ
よ
う
取
り
組
ま
れ
る
姿
を
、
我
々
の

職
業
の
中
に
生
か
し
て
い
く
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
豆
ま
き
も
し

っ
か
り
行
い
、
肺
炎
・
風
邪
な
ど
を
吹
き

飛
ば
し
て
、
素
晴
ら
し
い
時
が
訪
れ
る

こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
日
一
日
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

職
業
奉
仕
委
員
長
挨
拶 

春
日
井
和
良 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
職
業
奉
仕

委
員
長
の
春
日
井
で
す
。
令
和
に
入
り

最
初
の
職
場
例
会
と
な
る
節
分
例
会
に

多
数
ご
参
加
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
須
観
音
管
主
で
あ
ら
れ
る
岡
部
さ
ん

の
ご
厚
意
・
ご
協
力
に
よ
り
、
今
年
も

恒
例
の
節
分
例
会
が
こ
の
会
場
で
開
け

ま
す
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

立
春
を
明
日
に
控
え
、
今
日
は
穏
や

か
な
日
和
で
、
春
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ

し
い
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。
旧
暦
で
は

明
日
か
ら
新
し
い
年
に
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
、
も
う
豆
撒
き
は
さ
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
豆
を
し
っ
か
り
ま
い
て
邪

気
を
払
い
、無
病
息
災
、良
い
年
を
迎
え

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
あ
と
、
恒
例
、
岡
部
さ
ん
の
興

味
深
い
お
話
も
お
聞
き
頂
け
ま
す
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ん
節
分
例
会
を
し
っ
か
り
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
以
上
、
職
業
奉
仕

1499
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岡村隆德さん・杉本忠夫さん（例会は欠席）・川島
勇基さん・松岡毅さんへ、還暦のお祝い（お米）

が後日贈られます。 

福の神宝船“福禄寿”は、当クラブ会員の
杉本忠夫さんがおつとめになりました。 

委
員
長
と
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

節
分
の
お
話
し 

 
 

 

岡
部 

快
圓 

真
言
宗
智
山
派
の
別
格
本
山
大
須
観

音
（
北
野
山
真
福
寺
宝
生
院
）
は
尾
張
四
観

音
の
中
枢
に
当
た
り
「
中
心
恵
方
」
と
し

て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。
特

に「
福
の
神
鬼
追
い
の
儀
式
」
は
そ
の
昔

室
町
時
代
、
殿
中
に
て
執
り
行
わ
れ
た

儀
式
で
あ
り
大
須
観
音
で
は
節
分
ご
と

に
こ
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
参
り
、
２
月

３
日
の
節
分
会
に
は
寺
社
総
奉
行
・
七

福
神（
布
袋
和
尚
・
大
黒
天
・
弁
財
天
・
毘
沙
門
天
・

恵
比
須
の
神
・
福
禄
寿
・
寿
老
人
）
を
率
い
た

福
の
神
が
現
れ
、赤
鬼
、青
鬼
ど
も
を
追

う
厄
除
け
の
行
事
は
全
国
に
そ
の
類
を

見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
福
の
神
が
捲
く
福
豆
と
天
に
も
轟

く
笑
い
声
に
赤
鬼
・
青
鬼
ど
も
は
慌
て

ふ
た
め
い
て
退
散
し
、
こ
の
儀
式
は
終

わ
り
ま
す
。 

 

尚
、大
須
観
音
で
は
、伊
勢
神
宮
の
神 

人
よ
り
開
山
能の

う

信し
ん

上
人
に
授
け
ら
れ
た 

寺
宝
の
鬼
面

き

め

ん

を
ご
本
尊
御
宝
前
に
祀
り 

（
一
年
に
１
日
、
節
分
の
日
の
み
）
加
持
祈 

祷
を
行
い
、
参
詣
者
皆
様
の
厄
難
を
払

い
、七
難
即
滅
・
七
福
即
生
を
祈
る
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
鬼
面
を
ち
な
み
、「
福

は
内
」
と
の
み
唱
え
「
鬼
は
外
」
は
禁

句
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
の
恵
方
は
申
と
酉
の
間
、
西
南

西
で
す
。
尚
２
月
３
日
の
節
分
会
の
行

列
は
午
後
１
時
18
分（
御
本
尊
の
縁
日
18

日
に
因
み
）
栄
の
国
際
ホ
テ
ル
を
船
宿
と 

            
し
福
の
神
宝
船
（
大
須
丸
）
に
乗
っ
た
七

福
神
・
還
暦
の
会
・
古
希
の
会
・
ミ
ス
観

音
・
寺
社
総
奉
行
な
ど
の
「
節
分
宝
船

行
列
」
が
栄
小
公
園
を
出
発
し
、
南
大

津
通
り
・
万
松
寺
通
り
・
裏
門
前
町
通
り
・

東
仁
王
門
通
り
・
仁
王
門
通
り
を
パ
レ

ー
ド
し
て
午
後
３
時
頃
大
須
観
音
に
到

着
し
、
本
堂
前
の
特
設
舞
台
に
て
福
の

神
に
よ
る
「
鬼
追
い
の
儀
式
」
が
挙
行

さ
れ
、
節
分
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
り

ま
す
。 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
Ｐ
Ｈ
Ｆ
表
彰 

・
バ
ッ
ジ
の
進
呈 

         

 

還
暦
お
祝
い 

 

            

乾
杯
・
締
め
の
挨
拶 

             

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

ヘ
ン
リ
ク
ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
レ 

 
 

・
オ
ウ
ガ
ス
ト 

こ
ん
に
ち
は
、皆
さ
ん
。今
僕
は
日
本

で
５
ヵ
月
住
み
ま
し
た
。
大
上
さ
ん
の

家
で
住
み
な
が
ら
僕
の
日
本
語
が
上
達

し
ま
し
た
。
最
近
よ
く
友
達
と
遊
び
ま

し
た
。
例
え
ば
カ
ラ
オ
ケ
と
か
映
画
館

と
か
に
い
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

に
カ
ラ
オ
ケ
が
な
い
か
ら
お
か
し
い
で

す
。
日
本
の
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
で
す
。

日
本
の
友
達
と
日
本
語
で
話
し
が
で
き

る
よ
う
に
本
当
に
な
り
た
い
。
勉
強
頑

張
っ
て
い
ま
す
。 

先
週
に
学
校
の
先
生
と
初
め
て
日
本

舞
踊
を
お
ど
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
し
て

太
鼓
も
し
て
み
ま
し
た
。
太
鼓
が
難
し

か
っ
た
で
す
。
留
学
生
に
な
る
女
の
子

が
星
城
高
校
に
い
ま
す
。
彼
女
は
８
月

に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
行
き
ま
す
。
僕
は
少

し
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
を
分
か
る
か
ら
、
彼

女
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
を
教
え
ま
す
。
こ

れ
か
ら
毎
週
、学
校
で
一
緒
に
ノ
ル
ウ
ェ

ー
語
の
授
業
を
受
け
ま
す
。 

来
月
に
旅
行
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
二
回
ス
キ
ー
に
行
っ
て
、
東

京
に
行
き
ま
す
。
楽
し
み
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
本
人
が
ロ
ー
マ
字
で
書
い
た
も
の
を
代
筆
）

 

  

広
島
被
ば
く
樹
木
（
緑
の
遺
産
）
報
告 

社
会
奉
仕
委
員
長 

渡
辺 

観
永 

田
中
作
次
氏
が
日
本
人
と
し
て
３
人

目
の
Ｒ
Ｉ
会
長
を
務
め
た
12-

13
年
度
、

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、ベ
ル
リ
ン
、ホ
ノ

ル
ル
、
広
島
の
３
都
市
で
「
ロ
ー
タ
リ

ー
世
界
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
し
た
。こ
れ
を
記
念
し
て
、平
和
へ
の

想
い
を
未
来
へ
伝
え
残
す
こ
と
を
目
的

に
、
広
島
被
ば
く
樹
木
植
樹
の
募
集
が

あ
り
、
名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
も
こ
れ
に
賛

同
し
ま
し
た
。 

植
樹
す
る
場
所
と
し
て
、大
須
観
音
・

岡
部
快
圓
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

２
０
１
３
年
11
月
22
日
、
本
堂
西
側

の
境
内
に
、
被
ば
く
樹
木
イ
チ
ョ
ウ
の

苗
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
４

年
が
経
ち
着
々
と
成
長
し
て
い
ま
す
。 

是
非
、
節
分
例
会
の
こ
の
機
会
に
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
原
爆
の
生
存
者

と
し
て
生
き
残
り
、
新
し
い
芽
を
吹
き

静
か
に
生
き
続
け
る
被
ば
く
樹
木
イ
チ

ョ
ウ
の
木
の
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。 

 

 

次
年
度
委
員
会
配
属 

発
表 

         

２
月
20
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

外
部
卓
話 

「
外
国
人
材
の
雇
用
・
活
用
の
ポ
イ 

ン
ト —

在
留
資
格
・
技
能
実
習 

制
度
・
多
文
化
の
理
解—

」 

株
式
会
社
ワ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ 

取
締
役
副
社
長 

 

矢
代 

基
裕
さ
ん  

紹
介
者
：
春
日
井
和
良
さ
ん  

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

内
藤
明
・
杉
浦
令
淑
・
飯
田
昭
夫 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

乾杯の挨拶：尾上昇さん 

 

締めの挨拶：浅野彰さん 

ポール・ハリス・フェロー（４回目） 
藤田 澈さん 

会長エレクト 大原 敏正さん


